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X28a HSCすばる戦略枠観測に基づく原始銀河団候補領域の選択
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近傍宇宙では、フィラメント/ボイドと呼ばれる高/低密度領域を持つ大規模構造が存在し、銀河の性質は環境
に密接に関係している。形態密度関係に代表される銀河の環境依存性がいつどのように形成されたかを理解する
ためには、高赤方偏移での高密度領域 (原始銀河団)を直接探査することが重要である。しかし、原始銀河団の数
密度は極めて稀 (見つかっている z > 3の原始銀河団は数 10個) であり、それらの統計的な性質を調べるには至っ
ていない。そこで、我々はHSC戦略枠観測に基づいて原始銀河団を探査し、それらの統計的な性質を議論するこ
とを試みる。広視野観測を用いることで電波銀河や QSOを用いない無バイアスな原始銀河団の探査を行うこと
ができ、様々な性質を持つ原始銀河団の発見が期待できる。我々はまず現在までに観測されている領域 (有効面積
∼ 87 deg2) に対して g-dropout 銀河 (z ∼ 4)の銀河数局所面密度を測定し、その平均値と分散から超過密度のマッ
プを構築した。局所的な測光誤差を較正し、人工的なシグナルやノイズを慎重にマスクするなど注意深くこのプ
ロセスを行った。その結果、超過密度の統計的有意性が > 4σを持つ原始銀河団候補を 94個見つけた。ここで超
過密度の有意性が 4σを持つ領域は z = 0において> 1014M⊙ の質量を持つ銀河団に成長することが確率 80%で
期待される。この原始銀河団候補の数密度は 1.1deg−2である。本講演ではこのサンプル構築について、およびこ
れらの高密度環境と銀河の測光学的性質との関係、AGN分布との相関などについての初期成果を議論する。


